平成２３年１０月吉日

(社)日本植木協会 会員各位
(社)日本植木協会

地域性植物適用委員会

委員長　宍倉 孝行
　　（公印省略）
「地域性苗木生産研究会」会員募集について
時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。

さて、「新・生物多様性国家戦略」や「特定外来生物被害防止法」の施行に伴い、地域生態系や地域性植物についての関心が高まり、地域固有の自然環境・地域遺伝子資源の保全などに対応した「地域性苗木」を求める動きが出てきております。　

「地域性苗木」とは「地域に自生する遺伝的集団や系統群を保全し、種のもつ遺伝的多様性を守ろうという認識に基づく種苗」のことで、基本的に都市緑化を除いた特定の自然公園や林野等で適用されるものです。

地域の自然再生等に応え得る苗木をどのように生産し、供給していくかという課題に、多様な植物の生産・流通を担う本協会には大きな期待が寄せられています。このため、これらの生態系保全という要請にいつでも応え得る体制を整備・充実するために、本協会は「地域性植物適用委員会」において情報の収集と発信を行い、地域に適合した優良な植物の生産と円滑な供給を図り、特定地域での自然環境の復元･保全の推進に寄与したいと考えております。

「地域性苗木」の出荷事例も増え、本協会としても本格的に取り組んでいく時期が到来したと判断致します。「地域性苗木生産研究会」にて本協会としての生産ルール等を決め、「地域性苗木」を流通させたいと考えております。「地域性苗木生産研究会」会員にご登録をお願い致します。

経費節約のためメールにて発信しますのでメールアドレスもご記入のうえお申込み下さい。
＊＊＊＊＜「地域性苗木生産研究会」登録 申込み用紙＞＊＊＊＊
平成　　年　月　日
都府県名　　　　
　　　　　　　　　　社園名　　　　　　　　　　　

氏　名　　　　　　　　　印　

「地域性苗木生産研究会」に入会登録をします。

※ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：　　　　　　　　　　　　　　：登録済（　）
会員名簿に登録済みの方は、（　）内に○をつけて下さい。
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